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１．はじめに ー なぜ温室効果ガスの監視が必要か ２．トップダウン（⼤気観測とモデル推定に基づく⽅法）

図２左の地図は観測を実施している場所を⽰しています。右上の図
は都市域（東京スカイツリーや航空機での観測）の⼤気中濃度や排
出量、右下は同位体⽐やメタンなど複数物質を⽤いた精緻化の研究
例です。

⼤気中の温室効果ガス濃度を観測し、そのデータと⼤気中の物質輸
送を扱うモデルによって地表の排出・吸収量を求める⽅法です。

３．ボトムアップ（地表データに基づく⽅法）

図３ ボトムアップ⼿法の説明

４．おわりに ー パリ協定⽬標達成に向けて

図１ 温室効果ガス監視の概要

気候変動を防⽌するための国際的
枠組み・パリ協定の⽬標を達成す
るには温室効果ガス排出の⼤幅な
削減が不可⽋です。各国の排出削
減状況を５年毎にチェックする作
業はグローバルストックテイクと
呼ばれ、そこでは温室効果ガス収
⽀を監視する科学的に信頼できる
⽅法の確⽴が求められています。

統計データ（インベントリ）や地表の物質循環を扱うモデルによって
温室効果ガスの排出・吸収量を積み上げて収⽀を求める⽅法です。

国環研ではここで説明した⽅法による温室効果ガス収⽀の監視体制
構築を進めており、環境研究総合推進費SII-8の⽀援を受けています。
グローバルストックテイクに最新の収⽀データを提供することで、
パリ協定の⽬標達成に貢献しようとしています。
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図２ トップダウン⼿法の説明
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